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目  的 :Eosin ye1low(以下,cosin Y)を 光感受

性物質 とする,悪 性腫瘍の phOtoradiation therapyの

可能性を検討する目的で,eOsin Yの 腫瘍内蓄積性 と

急性毒性を実験的に検討した。

検討方法 !Eosin Yは 波長460nmお よび518nmの

光線により励起され,536nmを ピークとする賞光を発

する色素である。 1)Eosin Yの 悪性腫瘍内蓄積性の

検討 :マ ウス (ICR,female,5-8週 齢)の 側腹部皮

下に移植腫瘍 S‐180を 5×106/mOuSe注 入 した。そ し

て,移植腫瘍が直径5～7nmmに 成長 した時点で,各 マ

ウス腫腔内にeosin Y 10mg/kgを 注入し,3時 間,6

時間,12時 間,24時 間,48時 間後に腫瘍を摘出し資料

とした。各群の実験動物数は 5匹 で,eosin Yの腫瘍内

濃度測定と螢光観察に供 した。Eosin Yの 腫瘍内濃度

測定は螢光分析法により求めた。また,腫 瘍の螢光観

察は光源としてアルゴンレーザー (Spectra Physics

Model 165,4Watt)を 用い,腫 瘍から15cmの 距離で

波長514.5nmの 光線を出力400mWで 照射 し,536nln

をピークとする螢光の50%を 通過させるフィルターを

通して行った。なお, コン トロールの組織 としては検

討した時間常にてレーザー光照射により螢光のほとん

どみられなかった筋組織 とした。 2)Eosin Yの 急性

毒性試験 :7週 齢の Wister系 ラットの雄 (260～300

g),雌 (170～200g)各 10匹を用い,生 理的食塩水に溶

解した eosin Yを濃度406～875ng/kg(8段 階は濃度

分割)を 静注した。そして,投 与後 3日 間の一般症状

を観察し,ま た,累 積死亡数からLichlleld‐Wilcoxon

法によりLD50値を求めた。

結  果 !1)Eosin Yの 悪性腫瘍内蓄積性 :Eosin

Yに は腫瘍内蓄積性がみられ,腫 瘍内濃度のピークは

投与 3時 間後であった。(表 1).

非投与の腫瘍内にもeOsin Yの賃光をみるが,螢 光

分析法を用いたことにより,組 織成分中に eosin Yと

同様の螢光パターンを有する成分が含まれているもの

と思われる。 2)Eosin Yの 急性毒性 :最少致死量は

雄では562.5mg/kg,雌 では437.5mg/kg,LD50値 は雄

600mg/kg,雌 560mg/kgで あり,eosin Yャま極めて低

光感受性物質としてのeosin yellowの悪性腫瘍内蓄積性と

急性毒性に関する実験的検討
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中

実験腫瘍 (S‐180)におけるeosin Y組織内濃度

(‖ 1強度 ,■ を軽度)

投 与 時的
担峰内 ●osn Y占 度 (ng/g)

対   忠 142と 5, 101と 52

3時 間 239と 133 180と 48

6時 □ 912と 400 122と 22

1 2 時 間 299± 12f0 88と 41

24時 m 337± 5_4 148と 00

48時 間 185± 104
(n=4)

89± 32

n = 5

毒性化合物であると思われた。

考  察 : 近 年,悪 性腫瘍に対す るhematopor‐

p h y r i n 誘導 体 とアル ゴ ン レーザー光 照 射 に よ る

photoradiation therapyが施行されているIン)。われわ

れは,か つてeosin‐Licht Bchanlu叫ダに使用された

eosin Yを本治療法の光感受性物質として使用しうる

のではないかと考え,実 験的に腫瘍内蓄積性について

検討した。その結果,eOsin Yに は腫瘍内蓄積性があ

り, レーザー光線による励起光線にて肉眼的に螢光が

認められた。また,急 性毒性試験にて極めて低毒性の

化合物であると思われた。そこで,われわれはeosin Y

とアル ゴンレーザー光照射 によるphOtOradiation

therapyは臨床的に施行可能であると考えて報告し

亨【1.
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